
第 7 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

2016 年 6 月 11 日（土）～12 日（日） 

＠浅草ビューホテル、台東区立浅草公会堂、台東区民会館、東京都立産業貿易センター台東館 

 

ワークショップ 8 

企画名 病院総合医体制の運営マネジメント・スキルとは 

日時 2016 年 6 月 11 日（土） 15:00～16:30 

会場 第 9 会場 （台東区民会館 8 階 第 5 会議室 ） 

企画責任者 山城清二 （富山大学附属病院総合診療部） 

定員 48 名 

開催の目的・概要 

【開催の目的】 

過去の学術集会やセミナー：１．２０１０年３月２２日「あるべき病院総合医像を求めて」２.２０１２

年１月１４日「病院総合医として期待される医師像」「ホスピタリストの紹介」 

３．２０１２年９月２日「小病院の病院総合医の役割を考える」４．２０１３年５月１９日「病院総合

医は地域医療をどう支えるか」５．２０１４年１月１１日「病院総合医セミナー東京」６．２０１４年

５月１０日「病院総合医関連の認定医/専門医養成プログラムを検討する」７．２０１５年６月１３日「病

院における総合診療科の立ち上げとその維持・発展について」。前回のアンケート調査結果から病院総合

医部門の有無に関わらず、病院総合医部門に対して初診外来、救急診療および教育研修の高いニーズが

あることが分かった。そこで、昨年の企画（総合診療科の立ち上げや維持･発展・運営）について引き続

き議論し、地域で活躍する総合診療医の養成に貢献したい。 

 

 

【概要】 

第６回学術集会では「病院における総合診療科の立ち上げとその維持・発展について」のＷＳを開催し

た。総合診療部門の立ち上げと維持・発展に必要なことは、理念と使命、そして人材サイクル等が重要

であることが共通理解できた。しかし、その運営マネジメントについては、時間の制約のため深く議論

することができなかった。総合診療科のリーダーには診療科の運営やスタッフ管理といった組織マネジ

メント、病棟内の看護師や医療職、診療で協働する臓器別専門医、院外の医療連携者との対人マネジメ

ント、病棟で発生する医療安全や感染管理、質改善、精神的タフネス等多岐に渡る運営能力が求められ

る。さらに若手医師のロールモデルとして、高いモチベーションやリーダーシップを発揮できるような

対自己マネジメントも求められる。そこで、第７回学術集会では病院総合医体制の運営マネジメントに

ついて具体的に必要なスキル等を議論したい。 


